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西暦 年号 事蹟

1750 1

1772 23
1772 23

1775 26 この頃、雑司が谷、高田、小石川の界木の大榎立ち枯れる。

1780 31
1784 35

1787 38

1788 39

1788 39
1788 39

1788 39 『身延往詣金地順尊記』刊行（『国書総目録』にと『豊島区史年表』にある）
1788 天明年間 「雑司ヶ谷鬼子母神縁起」板刊（大行院十八世日慈が金子直徳に作らせたか）
1789 寛政元年 41
1791 43

1791 43 関口芭蕉庵に風羅堂を建立（二世宗端の意思を継承）
1792 44
1792 44

1792 44

1797 48
1798 49
1809 60 奉射祭礼式を著し大行院に納む　戦災で焼失
1809 60 諱「直徳」を「眞徳」と改める。
1810 61

1811 62
1811 62

年
齢

寛延3年 6月16日生まれる、幼名竹次郎、後に民次郎、貞次郎、理平次、諱は直徳後に眞
徳、号に宗周、杲山、兎丸、一相、白馬山人、家号は檟下舎（かかしゃ）、棣
棠郷（やまぶこのさと）、重陰庵（ちょういんあん）など。

明和9年 1月8日　直徳の家より鬼子母神像出土
明和9年 8月9日　俳諧の師二世白兎園宗端広岡戸太夫没し、本浄寺に葬る。

三代目宗端らが名月（月見）塚を建てる（『広茗荷集』『櫨楓』）も現存しな
い。

安永4年

安永9年 4月13日　父小平次と共に本浄寺境内に「宗祖五百遠忌報恩供養塔」を建てる。
天明4年 俳諧作法書『杉家（風）俳則』刊行　

跋文に師宗端の直徳評として「道に正しく風雅に心深く」とみえる。
天明7年 5月　米価高騰の為各地で打ち壊し「町内字仲町家持父車屋小平次祖父小平次と

申す者」「店〻のものえ白米弐俵施行」十一月中町御奉行山村信濃守」から金
百疋（１分=1/4両）を褒美としてもらう（『地誌御調書　文政９年』）

天明8年 4月　『甲州路諸霊場延嶺往詣順導記』刊行、江戸雑司谷車屋小平次蔵版　
同書林丹波屋甚四郎

天明8年 8月28日　本納寺に三光天像を寄進。
天明8年 12月29日　大田南畝『高田雲雀』増補

大行院に関しての付記に「右同金子理平次直徳遊僧司谷記、金子氏所語以為拾遺
」と。
（早大図書館蔵写本）

天明8年

11月冬至日「三光尊略縁起」を起草
寛政3年 4月8日　身延山三光堂前に大相輪塔（台座も含め約３０尺＝９m）を建てる

塔背面銘文は「寛政午歳右庚戌二年十月十有三日」
塔身右側面は「天明元辛丑年十月十三日建」に「即如院一相日是」という法号
背面下段銘文に「寳塔願主　江戸雑司ヶ谷町/金子小平治家昌/同妻岸女/
金子理平次直徳/同妻登世女」とある。

寛政3年
寛政4年 6月3日　父平次家昌没、行年83、本浄寺に葬る。　悠然院法雲日沾信士
寛政4年 9月12日　大榎下の旧居（檟下舎）から高田下戸塚村亮朝院門前に住居を新築

（棟上札）棣棠郷草庵と称す。
寛政4年 大田南畝に『高田雲雀』を正し補う為に執筆を促され、

『若葉の梢』上巻脱稿（早大図書館蔵本『和歌葉の小図会』）
寛政9年 8月2日　母岸女没、本浄寺に葬る　自然院妙雲日覆信女
寛政10年 12月『若葉の梢』下巻脱稿
文化6年
文化6年
文化7年 9月27日　富士見茶屋に「目にかかる時や殊更五月富士」（芭蕉）の

句碑を建てる。
文化8年 8月　推挙され雑司ヶ谷村組頭になる。
文化8年 9月25日　鬼子母神道下法明寺への三叉路に威光山題目碑建立し

銘文を執筆。（銅板の祈願文が埋められている？）
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1811 62

1811 62
1811 62 この年以降に『若葉の梢』追補『若葉抄』（国会図書館蔵）を著す
1812 63

1817 68
1819 70
1823 74

1823 74

1824 75

文化8年 九月吉日「武州豊島群雑司谷威光山法明寺妙吉祥院奉安座安国日蓮大菩薩募縁
並祖師堂由来記」（方丈三十四世現住威光山日聞謹誌、雑司谷住金子杲山一元
欽書）を開版（『櫨楓』）

文化8年 9月28日　法明寺杉大門近くに埋もれていた元禄十一年の碑を再興供養す。
文化8年
文化9年 9月　清土鬼子母神境内に「此道に出て涼しさよ松の月」（芭蕉）の

句碑涼月塚を建てる。
文化14年 5月18日　上総国夷隅郡麻綿原に初日山大日天堂妙法生寺再興の許可を得る
文政2年 3月13日　雑司ヶ谷本浄寺にて妙法生寺本尊の内拝式を執行　4月26日入仏式
文政6年 12月　東山弁才天池之端に高田十二景、同続十三景の碑を建てる。

刊行年不明、宗周撰『富士見茶家』（早大図書館蔵）
扉に「高田十二景」「同續十三景並雑司谷八景、目白十三景」とある。

文政6年 「上総国夷隅郡麻綿原初日山大日天堂妙法生寺傳記」を記す。
（千葉県勝浦町龍蔵寺蔵、第四、五巻のみ現存）

文政7年 5月28日没　行年75、本浄寺に葬らる。　杲山院一相日徳信士
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